
第２編 ５つの重点プロジェクトと２つのアクション 

 

第３節 ２つのアクションの取組 

施策全体をより効果的に推進していくため，次の２つのアクションを位置付け，関連する施策を有機

的に連動させて展開を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜２つのアクションと狙い＞ 

＜アクション２ 調布のまちの魅力発信＞ 

【アクションの狙い】 
調布のまちの魅力を高め，その魅力を多様な媒体を活用し市内外に積極的に発信するとと
もに，市民の調布のまちに対する愛着と誇りを高め，重点プロジェクトを基軸とした施策
の推進，都市としての付加価値の向上につなげます。 

＜アクション１ 横断的連携による施策の推進＞ 

【アクションの狙い】 
重点プロジェクトをはじめとする横断的に取り組むべき主要事業や課題について，多様な
主体との連携や調整の充実を図りながら取組を進めます。 

重点プロジェクト１

防災・防犯の面で

安全・安心に暮らせるまち

をつくるプロジェクト

重点プロジェクト２

子ども・若者の健やかな
成長・自立を支援し，
子育てしやすいまち

をつくるプロジェクト

重点プロジェクト５

人と自然が共生する
うるおいのあるまち

をつくるプロジェクト

重点プロジェクト３

高齢者・障害者に
やさしいだれもが安心して

住み続けられるまち

をつくるプロジェクト

２つのアクション

アクション１

横断的連携による施策の推進

重点プロジェクトをはじめとする横断的に取り組
むべき主要事業や課題について，多様な主体との
連携や調整の充実を図りながら取組を進める

アクション２

調布のまちの魅力発信

調布のまちの魅力を高め，その魅力を多様な媒体
を活用し市内外に積極的に発信するとともに，市
民の調布のまちに対する愛着と誇りを高め，重点
プロジェクトを基軸とした施策の推進，都市とし
ての付加価値の向上につなげる

５つの重点プロジェクト

市政経営の２つの基本的考え方

参加と協働のまちづくり
～人と人とがつながる市民が主役のまち～

持続可能な市政経営
～質の高い行政サービスの提供～

重点プロジェクト４

にぎわいと交流のある

活気に満ちたまち

をつくるプロジェクト



第２編 ５つの重点プロジェクトと２つのアクション 

 

 

地域共生社会の実現に向けた取組

・高齢化や核家族化などの家庭環境の変化を背景に，地域でのつながりが希薄化

・社会的孤立や制度の狭間の課題が表面化

・個人や家族で抱える課題，地域における課題が複雑・多様化（介護と育児のダブルケア，

自助・共助による防災・防犯体制，高齢者・子どもの見守りなど）

・団塊世代が後期高齢者に達する２０２５年に向けて，定年退職後に仕事を中心とした生活

から地域を中心とした生活に移行する人が増加していく見込み

・国は，子ども・高齢者・障害者など全ての人々が地域，暮らし，生きがいを共に創り，高め

合うことができる地域共生社会の実現に向け，社会福祉法の改正などにより取組を推進

○地域課題の解決力の強化

地域住民が主体となり，高齢者・障害者福祉，防災・防犯，子育て・教育などの

地域の様々な課題に対して地域が一体となって取り組む体制づくりを推進

○包括的相談支援体制の充実

地域住民等による解決が困難な課題について，市の各分野の相談窓口の充実を図る

とともに，市と関係機関との連携による総合的な相談・支援体制を整備

○新たな担い手とつながりの創出

地域活動を担う人材を育成するとともに，誰もが気軽に立ち寄れる地域の身近な

居場所づくりの推進により，地域のつながりを醸成

包括的な相談・
支援体制の充実

地域課題の解決力
の強化

重点１ 重点２ 重点３

背景・課題 取組の方向

新たな担い手と
つながりの創出

・市民活動支援センター等の運営支援

【施策15 地域コミュニティの醸成】

15-3 地域コミュニティ活動への参加の促進

・交流活動の場の拡充

【施策07 共に支え合う地域福祉の推進】

07-2 住民が主体的に地域課題を把握して

解決を試みる体制づくり

【施策15 地域コミュニティの醸成】

15-2 地域コミュニティ活動の拠点整備

・シニア世代の学習活動・まちづくりへの

参加の促進

【施策13 生涯学習のまちづくり】

13-1 学びのきっかけづくり

13-2 学べる機会の充実

13-4 まちづくりへの学びの成果の活用

・地区協議会・自治会の設立支援

【施策15 地域コミュニティの醸成】

15-1 地域コミュニティの活性化に

向けた支援

・多機関の協働による包括的支援体制の構築

【施策07 共に支え合う地域福祉の推進】

07-1 地域におけるトータルケアの推進

・子育て・障害者・生活困窮者などの相談支援の推進
【施策04 子ども・子育て家庭の支援】

04-1 妊娠期から子育て期にわたる切れ目ない支援

04-2 子どもの健やかな成長の支援

【施策06 青少年の健全育成】

06-2 困難を抱える子ども・若者の支援

【施策09 障害者福祉の充実】

09-1 障害者と家族の地域生活支援の充実

【施策10 セーフティネットによる生活支援】

10-1 生活困窮者の自立支援

10-2 生活保護制度に基づく適正な保護と自立支援

・地域の見守り体制の強化

（見守りネットワークの推進）

【施策08 高齢者福祉の充実】

08-1 地域包括ケアのネットワークの構築

・地域福祉コーディネーター事業の推進

【施策07 共に支え合う地域福祉の推進】

07-1 地域におけるトータルケアの推進

07-2 住民が主体的に地域課題を把握して

解決を試みる体制づくり

・地域包括支援センターの充実

【施策08 安全で快適なみちづくり】

08-1 地域包括ケアのネットワークの構築

・自助・共助の推進による

地域の防災・防犯体制づくり

【施策01 災害に強いまちづくり】

01-1 防災体制の充実

【施策02 防犯対策の推進】

02-1 身近な犯罪に対する防犯意識向上と

防犯活動の推進

「地域共生 社会」の実現

・支え合いの地域づくりの推進

【施策08 高齢者福祉の充実】

08-2 生活支援の展開と介護予防の取組

・学校における子ども支援の充実

【施策05 学校教育の充実】

05-4 個に応じたきめ細かな支援

・地域で活躍できる青少年の育成

【施策06 地域コミュニティの醸成】

06-1 青少年の健全な成長の支援

・居住支援の推進（住宅確保要配慮者の居住の確保）

【施策23 良好な住環境づくり】

23-2 良好な居住環境の形成と支援

関連する重点プロジェクト

・地域人材等を活用した教育の充実

【施策05 学校教育の充実】

05-5 魅力ある学校づくりの推進

・市民の健康づくり活動の支援

【施策12 生涯を通した健康づくり】

12-1 からだとこころの健康づくりの推進

アクション１   横断的連携による施策の推進 



第２編 ５つの重点プロジェクトと２つのアクション 

 

地域共生社会の実現に向けた取組

・高齢化や核家族化などの家庭環境の変化を背景に，地域でのつながりが希薄化

・社会的孤立や制度の狭間の課題が表面化

・個人や家族で抱える課題，地域における課題が複雑・多様化（介護と育児のダブルケア，

自助・共助による防災・防犯体制，高齢者・子どもの見守りなど）

・団塊世代が後期高齢者に達する２０２５年に向けて，定年退職後に仕事を中心とした生活

から地域を中心とした生活に移行する人が増加していく見込み

・国は，子ども・高齢者・障害者など全ての人々が地域，暮らし，生きがいを共に創り，高め

合うことができる地域共生社会の実現に向け，社会福祉法の改正などにより取組を推進

○地域課題の解決力の強化

地域住民が主体となり，高齢者・障害者福祉，防災・防犯，子育て・教育などの

地域の様々な課題に対して地域が一体となって取り組む体制づくりを推進

○包括的相談支援体制の充実

地域住民等による解決が困難な課題について，市の各分野の相談窓口の充実を図る

とともに，市と関係機関との連携による総合的な相談・支援体制を整備

○新たな担い手とつながりの創出

地域活動を担う人材を育成するとともに，誰もが気軽に立ち寄れる地域の身近な

居場所づくりの推進により，地域のつながりを醸成

包括的な相談・
支援体制の充実

地域課題の解決力
の強化

重点１ 重点２ 重点３

背景・課題 取組の方向

新たな担い手と
つながりの創出

・市民活動支援センター等の運営支援

【施策15 地域コミュニティの醸成】

15-3 地域コミュニティ活動への参加の促進

・交流活動の場の拡充

【施策07 共に支え合う地域福祉の推進】

07-2 住民が主体的に地域課題を把握して

解決を試みる体制づくり

【施策15 地域コミュニティの醸成】

15-2 地域コミュニティ活動の拠点整備

・シニア世代の学習活動・まちづくりへの

参加の促進

【施策13 生涯学習のまちづくり】

13-1 学びのきっかけづくり

13-2 学べる機会の充実

13-4 まちづくりへの学びの成果の活用

・地区協議会・自治会の設立支援

【施策15 地域コミュニティの醸成】

15-1 地域コミュニティの活性化に

向けた支援

・多機関の協働による包括的支援体制の構築

【施策07 共に支え合う地域福祉の推進】

07-1 地域におけるトータルケアの推進

・子育て・障害者・生活困窮者などの相談支援の推進
【施策04 子ども・子育て家庭の支援】

04-1 妊娠期から子育て期にわたる切れ目ない支援

04-2 子どもの健やかな成長の支援

【施策06 青少年の健全育成】

06-2 困難を抱える子ども・若者の支援

【施策09 障害者福祉の充実】

09-1 障害者と家族の地域生活支援の充実

【施策10 セーフティネットによる生活支援】

10-1 生活困窮者の自立支援

10-2 生活保護制度に基づく適正な保護と自立支援

・地域の見守り体制の強化

（見守りネットワークの推進）

【施策08 高齢者福祉の充実】

08-1 地域包括ケアのネットワークの構築

・地域福祉コーディネーター事業の推進

【施策07 共に支え合う地域福祉の推進】

07-1 地域におけるトータルケアの推進

07-2 住民が主体的に地域課題を把握して

解決を試みる体制づくり

・地域包括支援センターの充実

【施策08 安全で快適なみちづくり】

08-1 地域包括ケアのネットワークの構築

・自助・共助の推進による地域の防災・防犯

体制づくり

【施策01 災害に強いまちづくり】

01-1 防災体制の充実

【施策02 防犯対策の推進】

02-1 身近な犯罪に対する防犯意識向上と

防犯活動の推進

「地域共生 社会」の実現

・支え合いの地域づくりの推進
【施策08 高齢者福祉の充実】

08-2 生活支援の展開と介護予防の取組

・学校における子ども支援の充実
【施策05 学校教育の充実】

05-4 個に応じたきめ細かな支援

・地域で活躍できる青少年の育成

【施策06 地域コミュニティの醸成】

06-1 青少年の健全な成長の支援

・居住支援の推進（住宅確保要配慮者の居住の確保）

【施策23 良好な住環境づくり】

23-2 良好な居住環境の形成と支援

関連する重点プロジェクト

 



第２編 ５つの重点プロジェクトと２つのアクション 

 

 

にぎわいとうるおいのあるまちづくり

・２０１２（平成２４）年，京王線地下化が実現し，調布のまちの都市構造が大きく変貌

・これに連動し，駅前広場整備，鉄道敷地の有効活用，道路整備など南北一体のまちづくり

を推進（交通渋滞の解消，歩行者・自転車の安全性向上）

・２０１７（平成２９）年，調布駅に商業的な一大転換期となったシネマコンプレックス

「シアタス調布」を含む大型商業施設「トリエ京王調布」が開業

・ラグビーワールドカップ２０１９TM日本大会・東京２０２０大会に，市内外から多くの方

が調布市に来訪

○ソフト・ハードが一体となった魅力あるまちづくりを更に推進

○商工会・事業者等と連携した商業を活性化，多様な主体との連携による取組の推進

○駅前広場や鉄道敷地などにおける利便性・にぎわい・うるおいを兼ね備え，人々が

集い，交流する都市空間を創出

○調布駅を拠点の一つとし，市内回遊性や観光スポットへのアクセス性を向上

○「映画のまち調布」や「ゲゲゲの鬼太郎」などの市の特性を生かした観光振興

○ユニバーサルデザインの考えに基づく福祉のまちづくりを推進

うるおい・
やすらぎ

まちの
骨格づくり

重点４ 重点５

背景・課題 取組の方向

にぎわい・
交流

・商店会等と連携した商業活性化の支援

【施策16 活力ある産業の推進】

16-1 にぎわいを創出する商店街の支援

16-2 バイ調布運動（市内消費）の促進

16-5 特性を生かした地場産業の振興

・「映画のまち調布」の推進

【施策17 魅力ある観光の振興】

17-1 「映画のまち調布」の推進

・芸術・文化等の地域資源を活用した

魅力の発信

【施策17 魅力ある観光の振興】

17-2 地域資源を活用したにぎわいの創出

【施策19 芸術・文化の振興】

19-1 市民の芸術・文化活動の促進

・シェアサイクルを活用した

市内回遊性の向上

【施策17 魅力ある観光の振興】

17-３ 多様な主体と連携した観光事業の推進

【施策25 総合的な交通環境の整備】

25-3 自転車利用の促進

・良好な市街地の形成

【施策21 良好な市街地の形成】

21-1 適正な土地利用の推進

21-2 景観まちづくりの推進

・花いっぱい運動の推進

【施策27 水と緑による快適空間づくり】

27-2 水と緑の創出

・自然豊かな都市環境の形成
【施策18 都市農業の推進】

18-3 農地の保全・活用

【施策27 水と緑による快適空間づくり】

27-1 水と緑の保全

27-2 水と緑の創出

・多言語を含む公共サインの整備

【施策21 良好な市街地の形成】

21-2 景観まちづくりの推進

・調布駅前広場の整備

・交通結節機能の向上

・歩行者の回遊性の向上

・鉄道敷地の整備と活用

【施策22 地域特性を生かした都市空間の形成】

22-1 魅力的な中心市街地の形成

・環境に配慮した道路の整備

【施策24 安全で快適なみちづくり】

24-2 人と環境にやさしい道路空間の整備

・ユニバーサルデザインに配慮した交通環境

の向上

【施策24 安全で快適なみちづくり】

24-1 円滑に移動できる道路網の整備

24-2 人と環境にやさしい道路空間の整備

【施策25 総合的な交通環境の整備】

25-1 公共交通ネットワークの形成

・自転車走行空間の整備

【施策24 安全で快適なみちづくり】

24-2 人と環境にやさしい道路空間の整備

【施策25 総合的な交通環境の整備】

25-3 自転車利用の促進

関連する重点プロジェクト



第２編 ５つの重点プロジェクトと２つのアクション 

 

にぎわいとうるおいのあるまちづくり

・２０１２（平成２４）年，京王線地下化が実現し，調布のまちの都市構造が大きく変貌

・これに連動し，駅前広場整備，鉄道敷地の有効活用，道路整備など南北一体のまちづくり

を推進（交通渋滞の解消，歩行者・自転車の安全性向上）

・２０１７（平成２９）年，調布駅に商業的な一大転換期となったシネマコンプレックス

「シアタス調布」を含む大型商業施設「トリエ京王調布」が開業

・ラグビーワールドカップ２０１９TM日本大会・東京２０２０大会に，市内外から多くの方

が調布市に来訪

○ソフト・ハードが一体となった魅力あるまちづくりを更に推進

○商工会・事業者等と連携した商業を活性化，多様な主体との連携による取組の推進

○駅前広場や鉄道敷地などにおける利便性・にぎわい・うるおいを兼ね備え，人々が

集い，交流する都市空間を創出

○調布駅を拠点の一つとし，市内回遊性や観光スポットへのアクセス性を向上

○「映画のまち調布」や「ゲゲゲの鬼太郎」などの市の特性を生かした観光振興

○ユニバーサルデザインの考えに基づく福祉のまちづくりを推進

うるおい・
やすらぎ

まちの
骨格づくり

重点４ 重点５

背景・課題 取組の方向

にぎわい・
交流

・商店会等と連携した商業活性化の支援

【施策16 活力ある産業の推進】

16-1 にぎわいを創出する商店街の支援

16-2 バイ調布運動（市内消費）の促進

16-5 特性を生かした地場産業の振興

・「映画のまち調布」の推進

【施策17 魅力ある観光の振興】

17-1 「映画のまち調布」の推進

・芸術・文化等の地域資源を活用した

魅力の発信

【施策17 魅力ある観光の振興】

17-2 地域資源を活用したにぎわいの創出

【施策19 芸術・文化の振興】

19-1 市民の芸術・文化活動の促進

・シェアサイクルを活用した

市内回遊性の向上

【施策17 魅力ある観光の振興】

17-３ 多様な主体と連携した観光事業の推進

【施策25 総合的な交通環境の整備】

25-3 自転車利用の促進

・良好な市街地の形成

【施策21 良好な市街地の形成】

21-1 適正な土地利用の推進

21-2 景観まちづくりの推進

・花いっぱい運動の推進

【施策27 水と緑による快適空間づくり】

27-2 水と緑の創出

・自然豊かな都市環境の形成
【施策18 都市農業の推進】

18-3 農地の保全・活用

【施策27 水と緑による快適空間づくり】

27-1 水と緑の保全

27-2 水と緑の創出

・多言語を含む公共サインの整備

【施策21 良好な市街地の形成】

21-2 景観まちづくりの推進

・調布駅前広場の整備

・交通結節機能の向上

・歩行者の回遊性の向上

・鉄道敷地の整備と活用

【施策22 地域特性を生かした都市空間の形成】

22-1 魅力的な中心市街地の形成

・環境に配慮した道路の整備

【施策24 安全で快適なみちづくり】

24-2 人と環境にやさしい道路空間の整備

・ユニバーサルデザインに配慮した交通環境

の向上

【施策24 安全で快適なみちづくり】

24-1 円滑に移動できる道路網の整備

24-2 人と環境にやさしい道路空間の整備

【施策25 総合的な交通環境の整備】

25-1 公共交通ネットワークの形成

・自転車走行空間の整備

【施策24 安全で快適なみちづくり】

24-2 人と環境にやさしい道路空間の整備

【施策25 総合的な交通環境の整備】

25-3 自転車利用の促進

関連する重点プロジェクト

 



第２編 ５つの重点プロジェクトと２つのアクション 

 

 

２０１９・２０２０年を契機としたレガシーの創出

・ラグビーワールドカップ２０１９TM日本大会，東京２０２０大会と2年連続で世界最大級

のスポーツイベントが市内で開催

・市は，「２０２０年に向けた調布市の取組方針」を策定（左記参照）

・大会の準備段階から開催後にわたり，多様な主体と連携・協働した様々な角度からの取組

を通じて，まちづくりの多面的効果をもたらす有形・無形のレガシーを創出し，調布の

まちの更なる発展と魅力の向上，多摩地域全体の振興につなげていく

重点１ 重点２ 重点３ 重点４ 重点５

背景・課題

子どもから高齢者，障害者など，だれもがスポーツに参加できる機会の充実や支援を
行うとともに，障害者スポーツの推進や次代を担うアスリートの育成に関する情報提供
に取り組みます。
市民が主体的に取り組む運動や体操などを通じた生きがいづくりや健康増進に向けた

環境づくりを推進します。

スポーツイベント等の開催機会を捉えたにぎわい創出や，特色あるお土産や特産品，
音楽・演劇をはじめ，映画・映像関連企業が集積する特徴を生かし，豊富な地域資源を
有する調布市の魅力を国内外に発信し，産業・観光振興を図るほか，観光ボランティア
等の活用も視野に入れた市内の回遊性向上や地域活性化に取り組みます。

京王線の地下化に連動した調布の街の骨格づくりを進め，地域の特性を生かした環境
負荷の少ない持続可能で，安全・安心，魅力的なまちづくりを推進します。
また，ユニバーサルデザインの考え方に基づく福祉のまちづくりを推進するとともに，

市民や来街者の回遊性を高めるため，外国人を含む利用者の視点に立った分かりやすく
親しみやすい公共サイン整備，受動喫煙防止など，開催地の地元市としての環境整備に
向けた取組を進めます。

だれもが，それぞれに応じた活動を通じて，豊かな芸術文化を育むまちづくりに取り
組んでいけるまちとして，大会開催を契機に，文化プログラムと連動した取組を推進す
るとともに，地域ゆかりの文化の発信，国際交流，平和施策の取組を推進します。

市立小・中学校全校のオリンピック・パラリンピック教育推進校による実際の体験や
交流活動を重視した学びや児童館における普及啓発事業等を通じて，オリンピック・パ
ラリンピックの歴史や意義，国際理解を深めるとともに，児童・生徒の運動やスポーツ
への関心や親しみを一層高め，青少年の健全な育成を図ります。

スポーツ・
健康づくり

産業・
観光振興

まちづくり

文化・
国際交流・
平和

教育・
青少年の
健全育成

２０２０年に向けた調布市の取組方針（2016（平成28）年7月）

取組の視点②
大会の機運醸成と
各分野の振興

【３つの視点を踏まえた５つのテーマによる取組】

２０２０年に向けた調布市のアクション＆レガシープラン

取組の視点①
円滑な開催支援，

環境整備

取組の視点③
レガシー創出・調布のまちの
発展,多摩地域全体の振興

スポーツ・
健康づくり

産業・
観光振興

まちづくり
文化・

国際交流・平和
教育・青少年の
健全育成

＜５つのテーマ＞

○近隣市と連携したラグビーフェスティバルの開催
○タグラグビーの推進（小学生タグラグビー大会の開催等）
○ボッチャ教室・大会の開催
○オリンピアン・アスリート交流事業
○障害児(者)フットサル事業
○リフレッシュ体操スクール など

＜目指す方向＞ ＜これまでの主な取組＞ ＜創出するレガシー＞

◆だれもがスポーツに親しみ，楽しめる環境づくり，
スポーツを支えるボランティアの確保育成

◆都内４大スポーツクラスターの一つとして，多くの
国際大会等の開催，多摩地域のスポーツ拠点形成

◆スポーツを通した市民交流
◆スポーツ等を通じた健康増進

◆商工会・観光協会，鉄道事業者など，多様な主体と
連携した観光プロモーションの実施

◆地域資源の魅力発信，観光ボランティア等による
おもてなしによる来訪者の増加

◆多摩地域が相互に連携した観光振興

◆地域の特性を生かした環境負荷の少ない持続可能で
魅力的な都市空間の形成

◆景観まちづくりの取組による街並み景観の向上
◆外国人を含む利用者の視点に立った，分かりやすく
親しみやすい公共サイン整備による回遊性の向上

◆ユニバーサルデザインの考えに基づく福祉のまちづくり
の推進

◆文化プログラムと連動したイベントの継続
◆日本の伝統や文化，参加国・地域の文化や言語，共生
や平和の理念などに関する生涯学習の推進

◆児童・生徒が運動・スポーツに親しむことによる
基礎体力の向上

◆子どもたちの自己実現の促進と共生社会や国際社会
を担う資質・能力の育成

◆日本人としての自覚と誇りの醸成と日本の良さを
世界へ示す意欲と力の育成

◆平和な社会の実現と持続可能な社会づくりへの
スポーツ・文化の貢献に対する理解得心と，主体的に
社会貢献する力の育成

ユニバーサルデザインの
考えに基づくまちづくり

【取組状況】

・障害者スポーツの推進（ボッチャの推進，障害児(者)フットサル事業など）
・障害者余暇活動支援事業（ほりでーぷらん）
・心のバリアフリーの啓発
・オリンピック・パラリンピック教育の推進（障害者理解）
・バリアフリーハンドブックの作成
・音声コードの活用による情報発信
・パラアート展の開催
・パラスポーツ体験事業

○“和”のおもてなしイベント（深大寺）
○近隣市と連携したレンタサイクル事業の推進
○Ｗｉ－Ｆｉ環境整備の推進
○多言語観光マップの作成
○インバウンド対策事業
○花いっぱい運動の推進 など

○飛田給駅周辺における歩行者安全確保の取組（踏切対策）
○飛田給公共通路補修工事，スタジアム前歩道橋補修工事
○人と環境にやさしい道路整備（スタジアム通り等）
○自転車推奨ルートの整備
○受動喫煙防止対策，喫煙マナーアップパトロール
○多言語を含む公共サインのための計画検討・実施
○都市鉱山からつくる！みんなのメダルプロジェクト など

○日本の伝統芸能公演の実施，和の伝統文化を学ぶ市民講座
○パラアート展の開催
○外国人おもてなし語学ボランティア講座・フォローアップ研修
○ホストタウン・サウジアラビア交流事業
○人権教育・啓発促進事業 など

○オリンピック・パラリンピック教育推進校の取組
・調布市で実施される競技種目の学習，体験
・タグラグビーの推進
・世界ともだちプロジェクトの推進
・中学生東京駅伝及び中学校体育的連合行事の取組

○青少年健全育成地区親善ソフトボール大会
○児童館交流サッカー大会
○児童館まつり
○学童クラブ交流ドッヂビー大会 など

・音声誘導装置の設置（市内公共施設１４か所）
・公共施設のバリアフリー化の推進（総合体育館，避難所（小・中学校体育館），地域福祉センターなど）
・人と環境にやさしい道路整備（スタジアム通り・品川通り歩道セミフラット化、遮熱性舗装など）
・トイレの洋式化（市公共施設のトイレ様式化率９０％）
・ユニバーサルデザインに対応した公衆トイレの改修（深大寺，飛田給，つつじヶ丘）
・サポートベンチの設置、ポケットパークの整備
・多言語を含む公共サインのための計画検討・実施、Ｗｉ－Ｆｉ整備、多言語マップ作成
・事業者との連携・協働による調布市バリアフリー特定事業計画の推進

関連する重点プロジェクト

＜ソフト面の取組＞ ＜ハード面の取組＞

 



第２編 ５つの重点プロジェクトと２つのアクション 

 

２０１９・２０２０年を契機としたレガシーの創出

・ラグビーワールドカップ２０１９TM日本大会，東京２０２０大会と2年連続で世界最大級

のスポーツイベントが市内で開催

・市は，「２０２０年に向けた調布市の取組方針」を策定（左記参照）

・大会の準備段階から開催後にわたり，多様な主体と連携・協働した様々な角度からの取組

を通じて，まちづくりの多面的効果をもたらす有形・無形のレガシーを創出し，調布の

まちの更なる発展と魅力の向上，多摩地域全体の振興につなげていく

重点１ 重点２ 重点３ 重点４ 重点５

背景・課題

子どもから高齢者，障害者など，だれもがスポーツに参加できる機会の充実や支援を
行うとともに，障害者スポーツの推進や次代を担うアスリートの育成に関する情報提供
に取り組みます。
市民が主体的に取り組む運動や体操などを通じた生きがいづくりや健康増進に向けた

環境づくりを推進します。

スポーツイベント等の開催機会を捉えたにぎわい創出や，特色あるお土産や特産品，
音楽・演劇をはじめ，映画・映像関連企業が集積する特徴を生かし，豊富な地域資源を
有する調布市の魅力を国内外に発信し，産業・観光振興を図るほか，観光ボランティア
等の活用も視野に入れた市内の回遊性向上や地域活性化に取り組みます。

京王線の地下化に連動した調布の街の骨格づくりを進め，地域の特性を生かした環境
負荷の少ない持続可能で，安全・安心，魅力的なまちづくりを推進します。
また，ユニバーサルデザインの考え方に基づく福祉のまちづくりを推進するとともに，

市民や来街者の回遊性を高めるため，外国人を含む利用者の視点に立った分かりやすく
親しみやすい公共サイン整備，受動喫煙防止など，開催地の地元市としての環境整備に
向けた取組を進めます。

だれもが，それぞれに応じた活動を通じて，豊かな芸術文化を育むまちづくりに取り
組んでいけるまちとして，大会開催を契機に，文化プログラムと連動した取組を推進す
るとともに，地域ゆかりの文化の発信，国際交流，平和施策の取組を推進します。

市立小・中学校全校のオリンピック・パラリンピック教育推進校による実際の体験や
交流活動を重視した学びや児童館における普及啓発事業等を通じて，オリンピック・パ
ラリンピックの歴史や意義，国際理解を深めるとともに，児童・生徒の運動やスポーツ
への関心や親しみを一層高め，青少年の健全な育成を図ります。

スポーツ・
健康づくり

産業・
観光振興

まちづくり

文化・
国際交流・
平和

教育・
青少年の
健全育成

２０２０年に向けた調布市の取組方針（2016（平成28）年7月）

取組の視点②
大会の機運醸成と
各分野の振興

【３つの視点を踏まえた５つのテーマによる取組】

２０２０年に向けた調布市のアクション＆レガシープラン

取組の視点①
円滑な開催支援，

環境整備

取組の視点③
レガシー創出・調布のまちの
発展,多摩地域全体の振興

スポーツ・
健康づくり

産業・
観光振興

まちづくり
文化・

国際交流・平和
教育・青少年の
健全育成

＜５つのテーマ＞

○近隣市と連携したラグビーフェスティバルの開催
○タグラグビーの推進（小学生タグラグビー大会の開催等）
○ボッチャ教室・大会の開催
○オリンピアン・アスリート交流事業
○障害児(者)フットサル事業
○リフレッシュ体操スクール など

＜目指す方向＞ ＜これまでの主な取組＞ ＜創出するレガシー＞

◆だれもがスポーツに親しみ，楽しめる環境づくり，
スポーツを支えるボランティアの確保育成

◆都内４大スポーツクラスターの一つとして，多くの
国際大会等の開催，多摩地域のスポーツ拠点形成

◆スポーツを通した市民交流
◆スポーツ等を通じた健康増進

◆商工会・観光協会，鉄道事業者など，多様な主体と
連携した観光プロモーションの実施

◆地域資源の魅力発信，観光ボランティア等による
おもてなしによる来訪者の増加

◆多摩地域が相互に連携した観光振興

◆地域の特性を生かした環境負荷の少ない持続可能で
魅力的な都市空間の形成

◆景観まちづくりの取組による街並み景観の向上
◆外国人を含む利用者の視点に立った，分かりやすく
親しみやすい公共サイン整備による回遊性の向上

◆ユニバーサルデザインの考えに基づく福祉のまちづくり
の推進

◆文化プログラムと連動したイベントの継続
◆日本の伝統や文化，参加国・地域の文化や言語，共生
や平和の理念などに関する生涯学習の推進

◆児童・生徒が運動・スポーツに親しむことによる
基礎体力の向上

◆子どもたちの自己実現の促進と共生社会や国際社会
を担う資質・能力の育成

◆日本人としての自覚と誇りの醸成と日本の良さを
世界へ示す意欲と力の育成

◆平和な社会の実現と持続可能な社会づくりへの
スポーツ・文化の貢献に対する理解得心と，主体的に
社会貢献する力の育成

ユニバーサルデザインの
考えに基づくまちづくり

【取組状況】

・障害者スポーツの推進（ボッチャの推進，障害児(者)フットサル事業など）
・障害者余暇活動支援事業（ほりでーぷらん）
・心のバリアフリーの啓発
・オリンピック・パラリンピック教育の推進（障害者理解）
・バリアフリーハンドブックの作成
・音声コードの活用による情報発信
・パラアート展の開催
・パラスポーツ体験事業

○“和”のおもてなしイベント（深大寺）
○近隣市と連携したレンタサイクル事業の推進
○Ｗｉ－Ｆｉ環境整備の推進
○多言語観光マップの作成
○インバウンド対策事業
○花いっぱい運動の推進 など

○飛田給駅周辺における歩行者安全確保の取組（踏切対策）
○飛田給公共通路補修工事，スタジアム前歩道橋補修工事
○人と環境にやさしい道路整備（スタジアム通り等）
○自転車推奨ルートの整備
○受動喫煙防止対策，喫煙マナーアップパトロール
○多言語を含む公共サインのための計画検討・実施
○都市鉱山からつくる！みんなのメダルプロジェクト など

○日本の伝統芸能公演の実施，和の伝統文化を学ぶ市民講座
○パラアート展の開催
○外国人おもてなし語学ボランティア講座・フォローアップ研修
○ホストタウン・サウジアラビア交流事業
○人権教育・啓発促進事業 など

○オリンピック・パラリンピック教育推進校の取組
・調布市で実施される競技種目の学習，体験
・タグラグビーの推進
・世界ともだちプロジェクトの推進
・中学生東京駅伝及び中学校体育的連合行事の取組

○青少年健全育成地区親善ソフトボール大会
○児童館交流サッカー大会
○児童館まつり
○学童クラブ交流ドッヂビー大会 など

・音声誘導装置の設置（市公共施設１４箇所）
・公共施設のバリアフリー化の推進（総合体育館，避難所（小・中学校体育館），地域福祉センターなど）
・人と環境にやさしい道路整備（スタジアム通り・品川通り歩道セミフラット化，遮熱性舗装など）
・トイレの洋式化（市公共施設のトイレ様式化率９０％）
・ユニバーサルデザインに対応した公衆トイレの改修（深大寺，飛田給，つつじケ丘）
・サポートベンチの設置，ポケットパークの整備
・多言語を含む公共サインのための計画検討・実施，Ｗｉ－Ｆｉ整備、多言語マップ作成
・事業者との連携・協働による調布市バリアフリー特定事業計画の推進

関連する重点プロジェクト

＜ソフト面の取組＞ ＜ハード面の取組＞
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【主な横断的連携テーマと連携体制】 
テーマ 主な取組内容 

関連する 
重点ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ 

地域の防災体制づくり  市内にいるすべての人の生命・身体・財産を災害の脅威

から守るため，即応性のある調布市地域防災計画の検討

等，調布市の防災対策の推進を図る。  

重点１ 

妊娠期から子育て期に 

わたる切れ目ない支援 

各家庭の状況やニーズに合わせた，妊娠期から子育て期

にわたる切れ目ない支援の充実を図り，安心して子ども

を産み育てられるまちづくりを推進する。 

重点２ 

子ども・若者支援  すべての子ども・若者が生き生きと，幸せに生きていく

力を身につけるため，困難を抱える子ども・若者やその

家族を支援する取組などを推進する。 

重点２ 

地域におけるトータル 

ケアの推進 

地域で複合的な課題を抱える人や社会的孤立に陥ってい

る人を発見し，支援につなげて行くため，地域福祉コー

ディネーターを中心都市，多機関・他分野にわたる支援

機関のネットワーク構築や地域で課題を解決できる仕組

みの充実を図る。 

重点２ 

重点３ 

地域包括ケアシステム 

の構築 

高齢者が住み慣れた地域で安心して暮らし続けられるよ

う，介護。予防，医療，生活支援及び住まいのサービス

を切れ目なく提供する地域包括ケアシステムの構築を推

進する。 

重点３ 

にぎわいとうるおいの 

あるまちづくり  

京王線地下化の実現に連動して進めてきた都市基盤の整

備や商業振興による中心市街地の形成について，まちの

骨格づくり，にぎわい・交流，うるおい・やすらぎの視

点から，ソフト・ハードが一体となった魅力あるまちづ

くりを更に推進する。 

重点４ 

重点５ 

「映画のまち調布」の 

推進  

映画・映像関連企業が集積している調布市ならではのメ

リットを産業，観光・文化などの事業展開や，まちのに

ぎわい創出，回遊性の向上につなげる。  

重点４ 

景観まちづくり  地域固有の都市環境と自然環境との調和を基調とした魅

力ある景観価値を市民と共有し，景観法の諸制度を活用

した景観まちづくりを推進する。 

重点５ 

２０１９・２０２０年を 

契機としたレガシーの 

創出 

ラグビーワールドカップ２０１９TM 日本大会，東京２０

２０大会の開催地として，２０２０年に向けた調布市の

取組方針における３つの視点を踏まえた５つのテーマに

よる様々な取組を関係団体などと連携しながら推進し，

両大会開催を契機とした調布のまちの更なる発展・魅力

向上と多摩地域全体の振興につなげていく。 

重点１ 

重点２ 

重点３ 

重点４ 

重点５ 
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主な関連施策 連携組織（事務局） 

施策 01 災害に強いまちづくり 
施策 05 学校教育の充実 
施策 15 地域コミュニティの醸成 

・防災対策検討委員会（総合防災安全課） 

・避難行動要支援者検討会（福祉総務課） 

・調布市防災教育の日検討会（教育総務課） 

施策 04 子ども・子育て家庭の支援 
施策 05 学校教育の充実 
施策 06 青少年の健全育成 
施策 09 障害者福祉の充実 
施策 12 生涯を通した健康づくり 

・妊娠・出産・子育て支援推進会議 

（子ども政策課・健康推進課） 

施策 04 子ども・子育て家庭の支援 
施策 05 学校教育の充実 
施策 06 青少年の健全育成 
施策 11 雇用・就労の支援 

・子ども・若者支援地域協議会 

（児童青少年課） 

・幼保小連携検討会議（保育課） 

施策 04 子ども・子育て家庭の支援 
施策 05 学校教育の充実 
施策 06 青少年の健全育成 
施策 07 共に支え合う地域福祉の推進 
施策 08 高齢者福祉の充実 
施策 09 障害者福祉の充実 
施策 10 セーフティネットによる生活の支援  
施策 15 地域コミュニティの醸成 

・地域福祉推進会議（福祉総務課） 

・相談支援包括化推進会議（福祉総務課） 

施策 07 共に支え合う地域福祉の推進 
施策 08 高齢者福祉の充実 
施策 09 障害者福祉の充実 
施策 10 セーフティネットによる生活の支援 
施策 13 生涯学習のまちづくり 
施策 15 地域コミュニティの醸成 
施策 23 良好な住環境づくり  

・生活支援体制整備事業第１層協議体 

（高齢者支援室） 

施策 22 地域特性を生かした都市空間の形成  
施策 24 安全で快適なみちづくり 
施策 25 総合的な交通環境の整備 
施策 27 水と緑による快適空間づくり 

・都市整備対策協議会（都市計画課） 

施策 16 活力ある産業の推進  
施策 17 魅力ある観光の振興  
施策 19 芸術・文化の振興 

・「映画のまち」推進連絡会議（産業振興課） 

施策 18 都市農業の推進 
施策 21 良好な市街地の形成 
施策 22 地域特性を生かした都市空間の形成 
施策 27 水と緑による快適空間づくり 

・公共サイン連絡協議会（都市計画課） 

・都市整備対策協議会（都市計画課） 

・景観まちづくり市民検討会（都市計画課） 

施策 02 防犯対策の推進 
施策 05 学校教育の充実 
施策 06 青少年の健全育成 
施策 08 高齢者福祉の充実 
施策 09 障害者福祉の充実 
施策 12 生涯を通した健康づくり 
施策 13 生涯学習のまちづくり 
施策 14 市民スポーツの振興  
施策 16 活力ある産業の推進 
施策 17 魅力ある観光の振興  
施策 19 芸術・文化の振興 
施策 20 地域ゆかりの文化の保存と継承 
施策 21 良好な市街地の形成 
施策 22 地域特性を生かした都市空間の形成  
施策 24 安全で快適なみちづくり 
施策 27 水と緑による快適空間づくり 
施策 30 平和・国際交流施策の推進 
施策 31 人権の尊重・男女共同参画社会の形成 

・調布市 2019‐2020 プロジェクト推進本部 

（オリンピック・パラリンピック担当） 

・調布市 2019‐2020 プロジェクト推進会議 

（オリンピック・パラリンピック担当） 

・おもてなしプロジェクトチーム 

（オリンピック・パラリンピック担当） 
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◆京王線地下化に連動する調布のまちの骨格づくり 

・駅前広場 

布田駅（2014(平成26)年度交通開放） 

国領駅（2015(平成27)年度交通開放） 

  調布駅（2016(平成28)年度～北側から段階的整備） 

・鉄道敷地 

【2016(平成28)年度】端部に防災倉庫，福祉施設整備 

自転車駐車場（３箇所）整備 

 【2017(平成29)年度】自転車駐車場（１箇所）整備 

【2018(平成30)年度】自転車駐車場（１箇所）整備 

（2024(平成36)年度まで段階的整備） 

・調布駅南北再開発：2015(平成27)年度までに竣工 

（南口東，北１A，北１B） 

 

 

◆新たなシンボル・ランドマークの誕生 

・深大寺の白鳳仏（銅造釈迦如来倚像）の国宝指定 

（2017(平成29)年９月） 

・シネマコンプレックス（シアタス調布）を含むトリエ京王 

調布の開業         （2017(平成29)年９月） 

・武蔵野の森総合スポーツプラザの開業（東京都） 

               （2017(平成29)年11月） 

  

 

調布のまちの魅力を高め，その魅力を 

発信するとともに，市民の調布のまち 

クトを基軸とした施策の推進，都市と 

 利便性・快適性 

産業・観光 

歴史・文化 

調布のまちの 

 

だれもが訪れたいと 

調布のまちの 

（都市として 

魅力発信の目的 

更に魅力あふれる豊かな 

都
市
の
骨
格
形
成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【多様な発信媒体の活用】 

○インターネットやＳＮＳの活用  

○市民や事業者との連携による 

【取組の視点】 

○市内外に発信 

○市民や事業者との協働 

スポーツ 

目指す効果 

教育 

＜武蔵野の森総合スポーツプラザ＞ 

大きく変貌する調布のまち 

東京２０２０オリンピック・パラリンピック競技大会 

2020(平成32)年 

１ 魅力発信の機会 ２ 魅力発信のねらい 

アクション２ 

京王線地下化 

2012(平成24)年 

ラグビーワールドカップ２０１９TM日本大会 

2019(平成31)年 

多様な魅力を再発見し， 

だれもが住みたい 

と思え 
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○庁内検討やアンケート調査・モニタリングよる

新たな魅力の発掘 

○ワークショップなど，市民参加・協働により， 

調布の魅力の気づき・再発見 

魅力の発掘 

魅力の再発見 

○施策の展開により魅力を高める 

○魅力と魅力を結びつけて相乗効果のある新た

な魅力を創出 

魅力の磨きあげ 

魅力の結びつけ 

魅力の発信 

 

多様な媒体を活用し市内外に積極的に 

に対する愛着と誇りを高め，重点プロジェ 

しての付加価値の向上につなげます。 

 

住みやすさ 

子育ての 
しやすさ 

利便性 
快適性 

安全・安心 

歴史・文化 
福祉 

コミュニティ 

魅力の要素 

 

と思えるまち 

魅力の向上 

の付加価値） 

まちの活性化 

住み続けたい 

るまち  

目指す効果 

 

新たな魅力の 

発掘・再発見へ 

 

２ 魅力発信のねらい ３ 魅力発信の展開 

 
魅力発信の目的 

自然・環境 

                    まち調布の実現へ 

21

世
紀
の
街
の 

骨
格
づ
く
り 

新
た
な
課
題
へ
の
対
応 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【多様な発信媒体の活用】 

（ＨＰ・フェイスブック・ツィッターなど） 

情報発信 ○市民交流イベントなどの活用 

【推進体制】 

○庁内連携 

○商工会や観光協会，ＮＰＯ等との連携 

【取組の視点】 

○市内外に発信 

○市民や事業者との協働 

スポーツ 

目指す効果 

 

磨き，発信する 

調布のまちの魅力発信 

○多様な発信媒体を活用し，市内外に発信 

○調布に行ってみたいと思わせる情報発信 

 

○調布市に住む人が「住んで良かった」と思える

調布市の魅力を実感 

○調布市に訪れた観光客等が「来てよかった」と

思える調布市の魅力を実感 

魅力の実感 
 

【様々な人へ向けて発信】 

 （例）ユニバーサルデザイン・多言語表記 

【様々な手法で発信】 

 （例）ホームページ・ＳＮＳ・動画配信 

    マスメディア・交流イベント 

 

研修や研究を通じて各職員が発信手法を学

習・習得・実践 
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